




Reye 症候群では広範な代謝異常が確認されている。中でも,Reye症候群患者の血清や尿よ

り異常脂肪酸である長鎖・中鎖のジカルボン酸が検出され,また,有機酸の先天性代謝異常

症(イソ吉草酸血症)の症状や,短鎖脂肪酸である4-pentenoic-acidにより起る病態がReye

症候群のものと類似していることから,脂質代謝との関係や発症関連因子としての短鎖脂

肪酸が注目されている。 

バルプロン酸(VPA)は,現在抗てんかん剤として広く使われているが，肝障害を含め重篤な

副作用が報告され,昏迷,昏睡，高アンモニア血症などの病態を起こすことから，Reye症候

群の発症関連因子の1つに数えられている。VPA は,肝の脂肪酸合成,脂肪酸酸化を抑制し,

ペルオキシソ－ムを増殖させることから,脂質代謝に影響を与えると考えられる。また,VPA

自体分枝脂肪酸であり脂質代謝系により代謝されるが,代謝物の中には Reye 症候群の発症

関連因子である 4-pentenoicacid と構造の類似した 2-propyl-4-pentenoic acid(4-en)が

含まれている。 

そこで,Reye 症候群のモデル薬物として,VPA を用い,その病態の発症機構について脂質代

謝,VPA 代謝に注目し以下の実験を行う。 


